
い
ま
も
必
要
と
さ
れ
る

中
国
で
の
法
制
度
整
備
支
援

　
1
9
7
8
年
以
後
の
改
革
開
放
政

策
で
急
激
に
経
済
成
長
・
社
会
発
展
を

遂
げ
、
2
0
0
1
年
に
世
界
貿
易
機

関
（
W
T
O
）
に
加
盟
し
た
中
国
で
は
、

急
速
な
社
会
の
変
化
と
経
済
発
展
に
対

応
す
る
基
本
的
な
社
会
基
盤
と
し
て
、

国
際
基
準
に
沿
っ
た
法
整
備
が
急
務
と

さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
J
I
C
A
は

中
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
商
務
部
を

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
優
先
度
の
高
い

経
済
法
と
企
業
法
の
整
備
支
援
を
04
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
07
年
か
ら
今
に
至
る

ま
で
、
中
国
の
国
会
に
相
当
す
る
全
国

人
民
代
表
大
会
の
中
で
法
律
案
の
起

草
・
研
究
を
担
当
す
る
常
務
委
員
会
法

制
工
作
委
員
会
と
他
の
法
律
に
つ
い
て

も
継
続
的
な
協
力
を
行
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
中
国
は
G
D
P
が
世
界

第
2
位
に
な
り
経
済
成
長
が
続
く
。
経

済
や
社
会
の
基
盤
と
な
る
法
律
は
、
す

で
に
あ
る
程
度
整
備
さ
れ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
。
な
ぜ
今
も
法
制
度
整
備
支

援
が
必
要
な
の
か
。
そ
ん
な
疑
問
に
、

長
期
専
門
家
と
し
て
北
京
に
赴
任
し
て

い
る
白
出
博
之
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
答

え
る
。「
今
、
日
本
に
は
約
2
0
0
0

の
法
律
が
あ
り
ま
す
が
、
中
国
で
全
人

代
お
よ
び
そ
の
常
務
委
員
会
が
制
定
し

た
法
律
は
、
ま
だ
2
7
0
ほ
ど
。
経

済
や
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の

新
た
な
法
律
の
制
定
と
改
正
は
依
然
と

し
て
必
要
で
す
。
中
国
の
国
情
に
マ
ッ

　
働
い
た
ら
給
料
が
も
ら
え
る
、
自
分

の
財
産
を
不
当
に
奪
わ
れ
な
い
、
自
分

た
ち
の
意
思
で
結
婚
・
離
婚
で
き
る
、

問
題
が
起
き
た
ら
裁
判
所
に
助
け
を
求

め
ら
れ
る
…
…
。そ
の
た
め
に
は
、人
々

の
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
を
保
障
す
る
法
律

が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
正
し
く
使
わ
れ
、

裁
判
所
が
き
ち
ん
と
問
題
を
解
決
す
る

社
会
が
必
要
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ま

だ
実
現
し
て
い
な
い
国
が
多
く
あ
る
。

法
制
度
整
備
は
、
す
べ
て
の
人
々
の

日
々
の
生
活
に
直
結
す
る
。
法
的
な
基

盤
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
で
は
、
公
正
な

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
下
で
の
質
の
高
い
経

済
成
長
も
期
待
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
途
上
国
の
要

請
を
受
け
、
1
9
9
0
年
代
か
ら

J
I
C
A
は
法
制
度
整
備
支
援
を
本

格
的
に
開
始
し
た
。
法
律
専
門
家
の
長

期
派
遣
に
よ
る
本
格
的
な
協
力
は
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ネ
パ
ー
ル
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
コ
ー
ト
ジ

ボ
ワ
ー
ル
な
ど
に
広
が
っ
て
き
た
。

も
厳
格
な
牙
を
持
っ
た
法
律
〞
と
も
称

さ
れ
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
た
と
え

ば
大
気
汚
染
防
止
法
で
は
ス
モ
ッ
グ
対

策
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
汚
染
を
発

生
さ
せ
た
企
業
へ
の
処
罰
が
厳
し
く

な
っ
た
。
白
出
さ
ん
も
「
個
人
的
な
実

感
で
す
が
、
数
年
前
に
比
べ
て
北
京
の

空
気
は
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

い
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
社
会
経
済
的
な
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
数
々
の
法
律
が
制
定
・
改
正

さ
れ
て
き
た
中
国
で
の
法
制
度
整
備
支

援
は
、
民
法
分
野
で
は
、
い
わ
ば
総
仕

上
げ
段
階
に
入
っ
て
い
て
、
現
在
は
知

的
財
産
権
法
改
正
お
よ
び
民
法
典
編
纂

を
支
援
し
て
い
る
。「
法
整
備
は
中
国

の
人
々
の
生
活
向
上
に
直
結
し
、
健
全

な
市
場
経
済
の
発
展
に
も
寄
与
す
る
だ

け
で
な
く
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
も
中

国
で
の
円
滑
な
活
動
が
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
支
援
や
各
種
交
流
を
通
じ
て
、

日
本
と
中
国
の
法
曹
界
と
の
間
に
は
す

で
に
複
数
の
交
流
の
パ
イ
プ
が
築
か
れ

て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
関
係
や
交
流

活
動
を
今
後
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」。

　
日
本
ら
し
い
法
制
度
整
備
支
援
は
、

中
国
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
国
で
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
市
井
の
人
々
の

暮
ら
し
の
改
善
か
ら
国
全
体
の
社
会
・

経
済
の
発
展
、
さ
ら
に
は
国
を
超
え
た

国
際
的
な
協
調
関
係
の
深
化
ま
で
を
広

く
視
野
に
入
れ
た
極
め
て
重
要
な
協
力

な
の
だ
。

セミナーでは中国側から日本の法律の趣旨や背景について、踏み込んだ質問が出た。

セミナー後には、日中双方の関係者が集まって、2019年度の活動計画について
の打ち合わせが行われた。

かなり厳しく、充実した内容になった食品安全法、
環境保護法、大気汚染防止法。
解説書にも日本法の知見が生かされている。

Pe
op

le’s Republic of China

中国

1999年、憲法改正で「依法治国（法
に基づき国を統治する）」という文言
が追加され、法整備への気運が高
まる。JICAでは2004年から6つのプロ
ジェクトで法整備に協力してきた。

国名  ：中華人民共和国
首都 ：北京
通貨 ： 元
人口 ：約13.9億人

公用語 ：漢語（中国語）

北京

日本式の協力
だから、日本式！～国造り編～

特集

チ
し
た
民
主
的
・
科
学
的
・
合
理
的
な

法
制
度
を
整
備
す
る
た
め
に
協
力
で
き

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」。

　
J
I
C
A
に
よ
る
法
制
度
整
備
支

援
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
相
手
国
の
主

体
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
日
本
の
法
律

や
司
法
の
専
門
機
関
や
専
門
家
の
協
力

を
得
て
行
う
と
い
う
考
え
方
。
日
本
は
、

明
治
維
新
以
降
、
外
国
人
専
門
家
の
協

力
も
得
、
試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
な
が

ら
外
国
の
法
律
を
自
分
た
ち
の
社
会
や

文
化
、
既
存
の
制
度
に
合
う
よ
う
に
取

り
入
れ
、
発
展
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
経

験
や
知
見
が
生
き
る
支
援
こ
そ
が
、
日

本
ら
し
さ
な
の
だ
。

日
中
双
方
に

利
益
と
な
る
法
制
度
整
備

「
本
邦
研
修
、
ま
た
北
京
で
行
う
現
地

セ
ミ
ナ
ー
の
た
め
の
専
門
家
の
派
遣
な

ど
で
は
、
日
本
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
法
律
分
野
の
先
生
方
が
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
情
熱
的
に
、

か
つ
て
い
ね
い
に
対
応
さ
れ
て
い
る
点

に
日
本
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す
」
と
白
出

さ
ん
。「
中
国
の
環
境
問
題
に
対
応
す

る
法
律
改
正
で
は
、
環
境
省
や
公
害
の

被
害
者
団
体
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
日
本
が
成
功
し
た

例
だ
け
で
な
く
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
経
験
や
さ
ら
な
る
改
善
を
要
す
る
点

な
ど
多
角
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
」。
こ
う
し
て
改
正
さ
れ
た

中
国
の
環
境
保
護
法
、
大
気
汚
染
防
止

法
お
よ
び
食
品
安
全
法
は
、〝
史
上
最

日本式

法整備

市場経済の健全な発展と民生の保障のための法制度整備プロジェクト
（2014年6月~2020年6月）案件名

安心で豊かな
暮らしを

私たちが安心して自由に暮らし、国が豊かになるために必要な法律。しかし途上国では
法律の整備が遅れていたり、法律はあっても正しく運用されないことも少なくない。

そんな途上国の課題に対応するため、JICAは1990年代から法制度整備への協力を行っている。

4月に北京で行われた日中特許法現地セミナー。
日中あわせて約30人が集まった。

1995年、弁護士として大阪市内の
法律事務所に所属。2005～10年、
姫路独協大学法学部特別教授。
JICAおよび日弁連による専門家公
募手続を経て11～13年、14年～

現在まで中国・北京市にJICA
長期専門家として赴任し、中
国での法制度整備支援に
携わる。

白出博之（しらで・ひろゆき）さん
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